
令和元年8月29日（木）～30日（金）

「森林環境教育・森林ＥＳＤ」、「緑の少年団」推進全国セミナー

３．概要報告

（２）新たな「小学校教科書」における森林に関する記述と授業展開の可能性

一般社団法人日本森林インストラクター協会 常務理事 寺嶋嘉春

1



平成26～27年

公益社団法人国土緑化推進機構

・「企業・ＮＰＯと学校・地域をつなぐ森林ＥＳＤに関する研究会」
平成27年3月発行

『企業・ＮＰＯと学校・地域をつなぐ
森林ＥＳＤの促進に向けて』－基礎編・事例編－

第１章

②学習指導要領・教科書における森林の記述

学校との連携では、学習指導要領・教科書に準拠する

ことが不可欠

授業内容や授業時間は国により決められている

資料編

⑤学習指導要領・教科書における森林に関する

記述の整理
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（これまでの経緯）



資料編⑤

学習指導要領・教科書における森林に関する記述の整理

【１】学習指導要領に明記され、直接的に森林等に関連するもの

【２】扱い方により森林等に関連するもの

【３】地域により森林等に関連するテーマで扱えるもの

【４】一部の教科書で、森林等が素材として扱われているもの
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資料編⑤
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新たな学習指導要領公示から実施まで
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・小学校での新しい学習指導要領（平成29年3月公示）は、
令和２年４月から全面実施

・新しい教科書は、本年６月から閲覧可能となっている

• 来年、令和3年４月から小学校において新しい学習指導要領が全面実施。

• 教材の基本となる教科書は、平成29年度に作成が終了し、検定を受け、
検定結果は本年３月に発表された。

• 令和元年６月から、教科書の見本が閲覧可能。

• なお、中学校での全面実施は令和3年度から、高等学校は令和4年度か
ら全面実施。 6



新しい教科書等の概要
• 「主体的・対話的で深い学び」（アクティブ・ラーニング）に対応

児童が主体となり、自発的に考え、意見を交換し、情報を交換し、情報を共有しながら深め
られる学び ⇒
体験する、観察する、調べる、まとめる、考える、選択・判断する、表現する。

• 新たな教科

「特別の教科 道徳」（1～6年）

これまでの道徳の時間が義務化・検定教科書の使用、評価（記述式）の導入
「外国語」（5、6年）が教科化「聞くこと、読むこと、話すこと」

目標：コミュニケーションを図る基礎
併せて、「外国語活動」（3、4年）が新たに導入

• 授業時間数の増加（学校教育法施行規則）

「外国語活動」「外国語」により第３～６学年の授業時間が増加
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学校教育法施行規則H29.3.31



小学校教科書一覧（令和２年度使用）他に音楽・体育
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教科 国語 社会 算数 理科 生活 図工 家庭 英語 道徳

学年 1～6 3～6 1～6 3～6 1・2 1～6 5・6 5～6 1～6

光村 ○ ○ ○ ○

教育出版 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

学校図書 ○ ○ ○ ○ ○ ○

東京書籍 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本文教出版 ○ ○ ○ ○ ○ ○

開隆堂 ○ ○

信州教育 ○ ○

振興出版啓林館 ○ ○ ○ ○

大日本図書 ○ ○ ○

廣済堂あかつき ○

学研教育みらい ○

光文書院 ○

三省堂 ○

発行者数 4 3 6 6 8 2 2 7 8

冊数 48 14 59 24 16 24 4 14 48 13者　計 251



学習指導要領・教科書における森林に関する記述の整理（４分類）

【１】学習指導要領に明記され、直接的に森林等に関連するもの

社会（５年）

【２】扱い方により森林等に関連するもの

生活（1、2年） 理科（3～6年）

図画工作（1～6年） 家庭（5・6年）

【３】地域により森林等に関連するテーマで扱えるもの

社会（3、4年）

【４】一部の教科書で、森林等が素材として扱われているもの

（１～６年）：国語、道徳、算数、英語、理科、社会
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新（H29告示)、旧（H20告示）の学習指導要領における「森林」の扱いの比較

社会
第５学年

現行学習指導要領（平成20年3月公示） 教科書の単元

１目標
(1) 我が国の国土の様子、国土の環境と国民生活と

の関連について理解できるようにし、環境の保
全や自然災害の防止の重要性について関心を深
め、国土に対する愛情を育てるようにする。

２内容
(1)我が国の国土の自然などの様子について次のこと
を地図や地球儀、資料などを活用して調べ、国土
の環境が人々の生活や産業と密接な関連を持って
いることを考えるようにする。

エ国土の保全などのための森林資源の働き及び自然
災害の防止

３内容の取扱い
我が国の国土保全等の観点から扱うようにし、森林
資源の育成や保護に従事している人々の工夫や努力
及び環境保全のための国民一人一人の協力の必要性
に気づくよう配慮する。

「私たちの生
活と森林」
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社会
第５学年

新学習指導要領（平成29年3月公示） 教科書の単元

1目標
社会的事象の見方・考え方を働かせ、学習の問題を追

求・解決する活動を通して、資質・能力を育成すること
を目指す。
２内容
(5)我が国の国土の自然環境と国民生活との関連について、
学習の問題を追及・解決する活動を通して、次の事項を
身につけることができるよう指導する。
ア知識及び技能
(ｲ)森林は、その育成や保護に従事している人々の様々な
工夫と努力により国土の保全など重要な役割を果たして
いることを理解すること。
イ思考力、判断力、表現力等
(ｲ)森林資源の分布や働きなどに着目して、国土の環境を
捉え、森林資源が果たす役割を考え、表現すること。

３内容の取扱い
イの(ｲ)及び（ｳ）については、国土の環境保全について、
自分たちにできることなどを考えたり選択・判断したり
できるように配慮すること。

「私たちの生
活と森林」

「森林と私た
ちのくらし」

「森林と共に
生きる」

新たな小学校学習指導要領における教科と森林の関係：分類【１】

現行の小中学校の学習指導要領の中で、「森林」という記載があるのは、小学
校第５学年の「社会」にあるのみ。対比してみると次のとおりとなります。



12

分類 学　年 教　科 学習指導要領（目標・内容等）

【１】 ５年 社会

内容：（5）国土の自然環境と国民生活との関連ア(ｲ)森林は、その育成や保護に従事して
いる人々の様々な工夫と努力により国土の保全など重要な役割を果たしていることを理解
する。イ(ｲ)森林資源の分布や働きなどに着目して、国土の環境を捉え、森林資源が果た
す役割を考え、表現すること。
内容の取扱い：イの(ｲ)上記及び(ｳ)公害防止・生活環境改善については、国土の環境保
全について、自分たちにできることなどを考えたり選択・判断したりできるよう配慮す
る。

【２】 １・２年 生活

目標：具体的な活動や体験を通して自立し、生活を豊かにする資質・能力を育成。
内容：身近な自然の観察、四季の変化を見付ける。身近な自然を利用して遊ぶ、自然の不
思議さに気付く。植物を育て、育つ場所、変化や成長の様子に気付く。植物に親しみをも
ち、大切にしようとする。

【分類１、分類２】：「直接的に関連するもの」及び「扱い方により森林等に関連するもの」

（次ページに続く）
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分類 学　年 教　科 学習指導要領（目標・内容等）

３年 理科
身の回りの生物について観察、違いを理解。周辺の環境。植物の育ち方（一年生双子葉植
物）の順序、根・茎・葉からできている。

４年 理科
内容：植物の成長と環境との関わり。植物の成長、季節の変化、暖かい季節と寒い季節の
違い。根拠ある予想や仮説を発送し、表現する。
内容の取扱い：植物の成長を２種類以上観察する。

５年 理科
生命の連続性について理解。
植物の発芽、成長、結実。発芽と水・空気・温度。成長と日光・肥料。おしべとめしべ。
実の中に種子。予想や仮説を基に解決方法をj発想。

６年 理科

植物の養分と水の通り道。体内の水などの行方。葉で養分をつくる働き。植物の葉に日光
が当たるとでんぷんができる。水は根から吸い上げられ葉から蒸散。植物の体のつくりと
葉の役割について妥当な考え方。
生物と環境。水及び空気を通して周囲の環境と関わる。食う食われるの関係。生物と環境
の妥当な考えを作り出し表現。
指導計画：自然に親しむ活動や体験的な活動を多く取り入れ、生命を尊重し、自然環境の
保全に寄与する態度を養うようにする。

1・2年 図画工作
造詣遊びをする活動を通して、身近な自然物などを基に造形的な活動を思い付き、考え
る。土、粘土、木、紙、はさみ、のり、簡単な小刀類など扱いやすいものを用いる。

3・4年 図画工作 木切れ、板材、釘など、小刀、のこぎり、金づちを用いる。

5・6年 図画工作 動き、奥行き、バランス、色の鮮やかさなどを捉える。

5・6年 家庭
消費生活・環境。課題をもって、持続可能な社会の構築に向けて身近な消費生活と環境を
考え、工夫する。環境に配慮した物の使い方を考え、工夫する。

【２】
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分類 学　年 教　科 学習指導要領（目標・内容等）

３年 社会
目標：身近な地域や市区町村の地理的環境、地域の産業と消費生活、地域の様子の移り変
わりについて人々の生活との関連を踏まえて理解。
内容：身近な地域や市区町村の地理的環境と人々の生活。

４年 社会

目標：自分たちの都道府県の地理的環境の特色、先人の働きを人々の生活との関連を踏ま
えて理解。
内容：都道府県の地理的環境と人々の生活。飲用水の供給。県内の特色ある地域では、
人々が協力し、特色あるまちづくりや観光などの産業の発展に努めていること。
学習指導要領解説［社会編］４年(5)の内容の取扱い：県内の特色ある地域として地域の
資源を保護・活用している地域の例としては、自然環境あるいは伝統的な文化のいずれか
選択して取り上げることとし、自然環境として、例えば、渓谷や森林、高原や湿原、河川
や海辺などの豊かな自然。（5）ア(ｱ)県内の特色ある地域では、人々が協力し、特色ある
まちづくりや観光などの産業の発展努めていることを理解。

【３】

【分類３】：地域により森林等に関連するテーマで扱えるもの
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分類 学　年 教　科 学習指導要領（目標・内容等）

道徳の内容
（４つの視点）

1・2年 道徳
生きることのすばらしさ、生命を大切にする。
身近な自然に接する。動植物に優しく接する。
美しいものにすがすがしい心をもつ。

3・4年 道徳
生命の尊さ、生命あるものを大切にする。
自然のすばらしさや不思議さ。自然や動植物を大切にする。
美しいものや気高いものに感動する。

5・6年 道徳

生命が多くの生命のつながりの中にあるかけがえのないものであること。生命を尊重す
る。
自然の偉大さを知る。自然環境を大切にする。
人間の力を超えたものに畏敬の念をもつこと。人間の強さや気高さを理解、生きる喜びを
感じる。

【４】

A：主として自分自身に関すること
B：主として人との関わりに関すること
C：主として集団や社会との関わりに関すること
D：主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること

【分類４:「道徳」（但し、自然に関する内容であることが学習指導要領に規定されているもの】
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来年から実施される 教科・学年の教科書における森林に関する記述の整理（概要）・分類

分類 区　分 関連度 摘　　要

【１】 直接的に森林等に関連するもの ◎

社会（5年）　すべての教科書　国土の自然環境と国民生活との関連
「森林の育成・保護に従事する人々の工夫や努力により国土保全など重要な役割を果た
している」
「森林資源の分布や役割」「森林資源が果たす役割」

【２】 扱い方により森林等に関連するもの ○
生活（1,2年）、社会（3～6年）、理科（3～6年）、図画工作（1～6年）
すべての教科書（理科の一部を除く）

【３】
地域により森林等に関連するテーマ
で扱えるもの

△
社会（3年）「自分たちの住む地域や市町村の様子や産業」
社会（4年）「自分たちの住む都道府県の産業」

【４】
一部の教科書で森林等が教材として
紹介されているもの

□

理科（3年）　「体積と重さ」［キリ6ｇ、ヒノキ10ｇ、ケヤキ14ｇ］（啓林館）
国語（3年）「モチモチの木」（東京書籍・学校図書・教育出版・光村図書）
算数（3年）「木のまわりの長さをはかる」（6者すべての教科書）
国語（4年）［調べ学習の例示：森林について調べ、メモし、文章をつくる」
理科（4年）「季節と生き物」［サクラの観察ほか］（6者すべての教科書）
国語（5年）「環境問題　温室効果ガスと森林」（東京書籍）
道徳（5年）「知床の自然：森・川・海の生き物のつながり　豊かな自然」（教育出
版）
算数（6年）「表やグラフを用いて考える」［日本と世界の森林面積の比較］（啓林
館）
理科（6年）「地球は生命を育んでいる：わたしたちは森林の木を切って利用してい
る」「森林を育てる：森林の下刈りを行うのはなぜ」「地球に生きる　ＳＤＧｓ」（東
京書籍）
「大きな木も水をゆきわたらせている」（信州教育出版）
「セコイアが水を吸い上げる」（啓林館）「生物と地球環境」（大日本図書）
など
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「調べ学習」の参考図書
ポプラ社発行
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３０種のみぢかな樹木を４ページで説明
１．生き物とのつながり
２．四季の特徴
３．暮らしとのつながり・「やってみよう！」
４．楽しい４コママンガ（主に暮らしとのつながりがテーマ）
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新たな学習指導要領に基づく「小学校教科書」における
授業展開の可能性について
• 「主体的・対話的で深い学び」における森林を扱うことの優位性

・・・体験や観察 ⇒ 調べ学習 ⇒ 対話・表現

○校庭の樹木や身近な森林は、「生活」「理科」「社会」「算数」「総合的な学習」「特
別活動」などにおいて体験や観察を授業に取り入れやすい。また、森林や木は、自然環境
及び暮らしとの関わりが深く、関連する教科において、調べ学習や対話的な学習のテーマ
として適している。

○森林や木は、暮らしの中で利用されており、再生産可能な資源であり、持続的可能な開
発目標（SDGｓ）における要素として重要であり、理科や家庭科での環境学習で重要。

○日本は森林国であり、国土保全において重要な役割を果たしているだけでなく、日本の

文化や日本人の美意識に深く関わっており、国語、道徳において不可欠の素材。

授業展開を実現するため・・教科書、単元に合せた「体験的なプログラム」と「学習の目
標につなげるプログラム」をセットにした教材やプログラムの開発を進め、実践例と共に
逐次発表していく。
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ご静聴ありがとうございました
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